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わたしたちが日常的に使う道路や橋などイ
ンフラの老朽化が、全国各地で問題となっ
ています。高度経済成長期に急速に増え
たこれら施設について、老朽化対策だけ
でなく、今後、どう維持し、長期間使用し
続けていくことができるかも課題です。
今号の特集では、道路・河川・鉄道・港・
空港などの各施設や、国、自治体において、
どのような点検・老朽化対策がとられてい
るのか、安全のための予防保全や施設の
長寿命化に取り組む現状をご紹介します。
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老朽化への対策と
長寿命化への挑戦

［ 表紙の写真 ］名古屋大学施設内に造られた橋梁点検技術の研さん・研究用施設「N2U-BRIDGE」。
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人
々
が
日
常
利
用
す
る
道
路
や
鉄
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
。
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に
整

備
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
今
後
急
速
に
老
朽
化
し

て
い
き
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
を
安
全
に
よ
り
長
く

利
用
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
維
持
管

理
・
更
新
に
係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
と

毎
年
必
要
と
な
る
予
算
の
平
準
化
を
図
る
た

め
に
は
、将
来
を
見
据
え
た
維
持
管
理・更
新

の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
24
年
12
月
に
発

生
し
た
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天

井
板
落
下
事
故
な
ど
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年

１
月
、国
土
交
通
大
臣
を
ト
ッ
プ
と
す
る「
社

会
資
本
の
老
朽
化
対
策
会
議
」を
設
置
し
て
、

平
成
25
年
３
月
に
老
朽
化
対
策
の
全
体
像

を
工
程
表
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
社
会
資
本
老
朽
化
対
策
推
進

室
」を
設
置
し
、平
成
25
年
を「
社
会
資
本
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て
の
、
総
合
的
・
横
断
的

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

建
設
後
50
年
が
経
過
す
る
橋
は

20
年
後
に
は
65
％
へ

米
国
で
は
、
１
９
８
０
年
以
前
、
道
路
の

維
持
管
理
に
十
分
な
予
算
が
投
入
さ
れ
ず
、

１
９
８
０
年
代
初
頭
に
は
す
で
に
道
路
施
設

の
多
く
が
老
朽
化
し
、「
荒
廃
す
る
ア
メ
リ

カ
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
劣
悪
な
状
態
に
陥
っ

て
い
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
で
は
米
国
よ
り
30
年
ほ
ど
遅

れ
、
昭
和
39
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
に

整
備
さ
れ
た
首
都
高
速
１
号
線
な
ど
、
高
度

経
済
成
長
期
以
降
に
整
備
し
た
イ
ン
フ
ラ
が

急
速
に
老
朽
化
し
、
今
後
20
年
間
で
建
設
後

50
年
以
上
経
過
す
る
施
設
の
割
合
が
加
速

度
的
に
高
く
な
る
見
込
み
で
す
。

例
え
ば
道
路
橋
は
、
そ
の
割
合
が
平
成

24
年
３
月
の
約
16
％
か
ら
、
10
年
後
に
は
約

40
％
、
20
年
後
に
は
約
65
％
と
急
増
し
ま
す
。

技
術
・
制
度
・
財
政
面
で

地
方
自
治
体
を
支
援

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を
着
実
に
実
施

す
る
た
め
に
は
、国
の
み
な
ら
ず
、そ
の
大
部

分
を
管
理
し
て
い
る
地
方
自
治
体
の
取
り
組

み
が
重
要
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
地
方

自
治
体
で
の
老
朽
化
対
策
を
よ
り
実
効
性
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
、
技
術
・
制
度
・
財
政

面
か
ら
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
方
整
備
局
、
国
土
技
術

政
策
総
合
研
究
所
や
土
木
研
究
所
な
ど
の

研
究
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
、維
持
管
理・更

新
に
関
す
る
基
準
な
ど
の
策
定
や
情
報
提
供
、

地
方
自
治
体
職
員
に
対
す
る
研
修
、
施
設
に

重
大
な
損
傷
が
あ
っ
た
場
合
の
技
術
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
地
方
自
治
体

か
ら
の
技
術
的
課
題
な
ど
の
相
談
を
一
元
的

に
受
け
る
体
制
の
構
築
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
財
政
面
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
補
正
予
算
で
、
防
災
・
安
全
交
付
金
を
新

た
に
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
交
付
金
に
よ
り
、

自
治
体
が
行
う
防
災
・
減
災
対
策
や
老
朽

化
対
策
な
ど
を
重
点
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
補
正
予
算
で
約
５
４
９
８
億
円
、

平
成
25
年
度
当
初
予
算
で
約
１
兆
４
６
０
億

円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
今

後
も
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　老
朽
化
対
策
の
効
率
化
に
向
け
た

技
術
の
三
つ
の
柱

老
朽
化
対
策
を
進
め
る
上
で
、
現
場
の
維

持
管
理
の
効
率
化
な
ど
が
必
要
で
す
。
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
新
技
術

の
開
発・導
入
な
ど
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
国
土
交
通
省
で
は
三
つ
の
柱
を
立

て
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
点
検
・
診
断
技
術
の
開
発
・

導
入
で
す
。
非
破
壊
検
査
な
ど
の
実
用
段
階

に
あ
り
な
が
ら
現
場
で
の
導
入
が
遅
れ
て
い

る
技
術
に
つ
い
て
、
公
募
を
行
っ
た
上
で
、
応

募
さ
れ
た
技
術
を
現
場
で
活
用
し
、
結
果
を

新
技
術
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｓ
）

な
ど
で
公
表
す
る
こ
と
で
、
技
術
の
さ
ら
な

る
活
用
と
改
善
を
促
進
し
ま
す
。

二
つ
目
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

開
発
で
す
。
例
え
ば
損
傷
が
大
き
い
箇
所
の

状
態
を
監
視
す
る
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技

術
に
つ
い
て
、
新
た
に
設
置
す
る
産
学
官
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
検
討
会
議
も
行
い
な
が
ら
、

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る

先
端
的
技
術
の
適
用
が
で
き
る
か
な
ど
の
検

討
を
行
い
、
実
際
に
現
場
の
イ
ン
フ
ラ
で
検

証
し
ま
す
。

三
つ
目
は
、
維
持
管
理
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
構
築
で
す
。国
や
自
治
体
な
ど
が

管
理
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
そ
の
維
持
管
理
に
係

る
情
報
を
統
一
的
に
扱
う
基
盤
と
し
て
整
備

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
、段

階
で
整
備
・
収
集
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
分
析
す

る
こ
と
で
、
基
準
・
マ
ニュ
ア
ル
の
見
直
し
や

新
技
術
の
開
発
に
活
用
す
る
な
ど
、
維
持
管

理
の
効
率
化
・
高
度
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

戦
略
的
な
取
り
組
み

安
心
し
て
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を
利
用
し
続

け
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
特
徴

を
踏
ま
え
た
適
切
な
点
検
に
よ
る
現
状
確
認

と
、
点
検
結
果
に
基
づ
く
的
確
な
修
繕
の
実

施
が
不
可
欠
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
将
来
を
見
据
え
、
計
画
的
に
進
め
る
た

め
、
長
寿
命
化
計
画
な
ど
を
策
定
し
充
実
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
で
は
、
今
後
３

か
年
に
わ
た
る
当
面
講
ず
べ
き
措
置
と
し
て

工
程
表
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
、
現
場
の
イ
ン

フ
ラ
管
理
で
の
総
点
検
を
実
施
し
、
必
要
な

修
繕
を
速
や
か
に
行
い
ま
し
た
。
総
点
検
の

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
維
持
管
理
・
更
新

に
係
る
情
報
の
整
備
、
更
新
の
あ
り
方
を

含
め
て
内
容
の
充
実
を
図
っ
た
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
な
ど
、
平
成
27
年
度
以
降
、
維

持
管
理
・
更
新
に
係
る
本
格
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（Plan･D
o･Check･Act

）
サ
イ
ク
ル
へ

の
移
行
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板

落
下
事
故
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
故
は
二
度

と
繰
り
返
さ
な
い
と
の
決
意
の
も
と
、
国
土

交
通
省
で
は
今
後
も
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対

策
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

建設後50年以上経過する社会資本の割合

道路管理者ごとの施設数（道路橋）

今
後
急
速
に
老
朽
化
が
進
む
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取
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Ⅰ　

総
論

総合政策局
参事官（社会資本整備）付

（併）社会資本老朽化対策推進室
課長補佐

佐溝 圭太郎

道路橋
（橋長2m以上）

トンネル

河川管理施設
（水門等）

港湾岸壁
（水深-4.5m以深）

H24.3 H34.3 H44.3

16

18

24

7

40

30

40

29

65

45

62

56

数値は概算（単位：％）

※H23.3 時点 ※H33.3 時点 ※H43.3 時点

注）建設年度が不明な施設については、割合の算出にあたり除いている。

高速道路会社 2% 国 4%

都道府県
19%

政令市
7%市区町村

68%

道路橋
約 699,000 橋
（2m以上）

当面講ずべき措置 工程表（全体像・概要）

大量データの収集・分析

画像
データ

検索
システム

維持管理が容易な
インフラ設計に活用

点検・診断

適切な
補強・補修

データ転送・
情報処理

データ評価

維持管理
データ

地理空間情報の活用

IT、クラウド技術の活用

維持管理情報のプラットフォーム

建設年度別施設数（道路橋）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

H20（年度）

（橋）

H15H10H5H元S60S55S50S45S40S35S30S25

高度経済成長期に
建設のピーク

高速道路会社
国
都道府県
政令市
市区町村

平成24年度国土交通省調べ

長寿命化計画の
策定推進

長
寿
命
化
計
画
を
核
と
し
た
本
格
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
へ
移
行

H26年3月末 H27年3月末

緊急点検
道路、ダム、港湾、空港の
トンネル内附属物など

新幹線トンネル内モルタルなど

集中点検

※多くの施設を管理する地方公共団体などにおいては、H26年度
　以降も継続する場合もある

河川、ダム、砂防、海岸

道路（トンネル内附属物以外）、下水道、港湾、
空港、鉄道など

基準 総点検実施要領の策定、維持管理に係る基準・
マニュアルの見直し

情報 データベースの構築、情報の蓄積・充実・共有化

技術 非破壊検査など点検・診断技術の開発、導入
IT等を活用したイノベーション

長寿命化計画の記載事項の見直し

交付金による支援など　
長寿命化
計画

地方への支援（防災・安全交付金、技術相談窓口の機能強化、基準・
マニュアルの提供など）

維持管理などの担い手支援（建設産業、入札契約制度、PFI／PPPなど）

国土交通省に「社会資本老朽化対策推進室」を設置、道路法・河川法・
港湾法等の改正など

 予算、
制度等

7月

6月

プラットフォームに
よる一体的運用

新基準の運用

原則として通常
のＰＤＣＡサイク
ルの中で実施

H25年3月末

詳細は国土交通省HP「社会資本の老朽化対策会議」参照
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/point/sosei_point_mn_000003.html
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も
珍
し
い
施
設
で
す
。
設
立
以
降
、

同
大
学
の
講
義
以
外
に
も
、
官
公

庁
・
民
間
企
業
の
社
会
人
技
術
者
や

管
理
者
を
対
象
に
し
た
研
修
を
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
約
３
７
０
名
が
受

講
し
ま
し
た
。
今
後
は
研
修
の
頻
度

と
レ
ベ
ル
を
高
め
、
検
定
制
度
や
情

報
交
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
技
術

者
の
育
成
か
ら
技
術
的
サ
ポ
ー
ト
ま

で
、
総
合
的
に
提
供
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
る
予
定
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
・
経
済
活
動
の
大
動
脈

と
も
い
う
べ
き
国
道
と
高
速
道
路
に
お
け

る
、
最
先
端
の
技
術
開
発
や
地
道
な
点
検

作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
を
含
む

道
路
施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た

設
計
・
保
全
を
実
践

静
岡
県
沼
津
市
と
下
田
市
を
結
ぶ
伊
豆

縦
貫
自
動
車
道
に
あ
り
、
国
道
１
号
に
近
い

谷や

た田
北
高
架
橋（
三
島
市
）。
平
成
24
年
度

に
中
部
地
方
整
備
局
が
と
り
ま
と
め
た「
橋

梁
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
設
計
の
手
引
き

（
案
）」に
基
づ
い
て
沼
津
河
川
国
道
事
務
所

が
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
長
寿
命
化
を
意

識
し
た「
予
防
保
全
」を
実
現
さ
せ
た
高
架
橋

で
、「
床
し
ょ
う
ば
ん版
上
の
防
水
層
を
広
め
に
塗
布
す

る
」な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
一
見
す
る

と
非
常
に
細
か
い
対
策
の
よ
う
で
す
が
、
長

い
目
で
見
る
と
、橋
梁
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
※
の
縮
減
に
貢
献
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
取
り
入
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
改
善

や
工
夫
を
ま
と
め
、
対
応
項
目
と
し
て
掲
げ

る
こ
と
で
、
今
後
の
道
路
づ
く
り
に
網
羅
的

か
つ
確
実
な
対
応
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
同
地
域
の
既
存
施
設
の
保
全
管
理

は
静
岡
国
道
事
務
所
が
担
当
。
点
検
・
補

修
は
交
通
規
制
に
対
す
る
配
慮
が
不
可
欠
で

す
。
ト
ン
ネ
ル
の
対
策
区
分
は
３
段
階
に
分

け
、
区
分
ご
と
に
一
定
の
周
期
で
点
検
を
行

い
ま
す
が
、
静
岡
県
東
部
地
区
は
ト
ン
ネ
ル

が
密
集
し
、
交
通
量
も
多
い
こ
と
か
ら
、
短

時
間
で
効
率
的
に
点
検
で
き
る
よ
う
作
業
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

近
年
で
は
、
打
音
検
査
な
ど
に
加
え
、
ト
ン

ネ
ル
の
壁
面
を
画
像
計
測
す
る
車
両
な
ど
最

新
技
術
も
試
験
的
に
導
入
し
、
よ
り
高
い
精

度
と
効
率
化
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

事
後
保
全
か
ら
計
画
保
全
へ

大
き
く
シ
フ
ト

老
朽
化
が
進
む
高
速
道
路
の

耐
久
性
向
上
を
目
指
し
て

約
４
割
が
建
設
か
ら
30
年
を
超
え
る
日

本
の
高
速
道
路
。中
日
本
高
速
道
路
が
管
理

す
る
中
日
本
地
域
は
特
に
老
朽
化
の
割
合

が
高
く
、
平
成
23
年
よ
り
高
速
道
路
を
健
全

な
状
態
で
百
年
以
上
維
持
し
、
後
世
に
優
良

な
資
産
を
継
承
す
る
た
め
、「
百
年
道
路
」計

画
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
蓄

積
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
損
傷
が
深
刻
化
す
る

前
に
補
修
を
行
う
な
ど
、
事
後
保
全
か
ら
計

画
保
全
へ
の
変
革
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
の
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル

天
井
板
落
下
事
故
の
衝
撃
は
大
き
く
、
調

査・検
討
委
員
会
の
報
告
書
を
踏
ま
え
、自
ら

の「
安
全
性
向
上
３
ヵ
年
計
画
」に
反
映
。
経

年
劣
化
や
潜
在
的
リ
ス
ク
に
対
応
し
た
点
検

要
項
の
見
直
し
や
、
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

力
を
入
れ
る
な
ど
、
よ
り
安
全
性
を
強
化
し

江
戸
川
は
首
都
圏
約
１
千
万
人
の
水
道

用
水
や
工
業
用
水
、
農
業
用
水
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
江
戸
川
の
河
口
か
ら
３
㎞
の
位
置
に
、

洪
水
や
塩
水
遡そ
じ
ょ
う上
を
防
止
す
る
た
め
に
設
置

し
た
の
が
行
徳
可
動
堰
。
昭
和
32
年
の
設
置

か
ら
56
年
が
経
過
し
、
堰せ
き
ち
ゅ
う柱の
鉄
筋
露
出
、

ゲ
ー
ト
の
老
朽
化（
一
番
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
４

mm
以
上
の
腐
食
）が
見
ら
れ
、現
在
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
５
年
に
老
朽
化
対
策
の
事
業
に
着

手
。
河
川
域
の
生
態
系
調
査
、模
型
実
験
な

ど
に
よ
る
技
術
的
検
証
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
当
面
は
現
況
施
設
を
最
大
限
に

活
か
し
た
延
命
措
置
と
し
て
、
腐
食
が
激
し

い
ゲ
ー
ト
や
堰
柱
の
補
修
、
耐
震
補
強
を
と

に
か
く
早
く
進
め
、
機
能
維
持
を
図
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

検
討
を
進
め
て
い
た
平
成
19
年
、
台
風
９

号
が
襲
来
。洪
水
を
防
ぐ
た
め
、堰
を
開
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
と
き
に
、
２
号
ゲ
ー

ト
が
操
作
不
能
と
な
り
、
こ
の
こ
と
が
老
朽

化
対
策
を
急
ぐ
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
１
号
・
２
号
堰
柱
の
補
修
を
終
え
、

１
号
ゲ
ー
ト
を
シ
ェ
ル
構
造
ロ
ー
ラ
ゲ
ー
ト

に
取
り
替
え
ま
し
た
。
平
成
25
年
11
月
に
は

第
３
期
工
事
が
ス
タ
ー
ト
。
次
の
台
風
時
期

に
間
に
合
う
よ
う
、
工
事
を
完
了
さ
せ
る
予

定
で
す
。

新旧の堰柱が見られる行徳可動堰（平成25年8月現
在）。

旧ゲート（ローリングゲート）の溝を利用して、剛性
が高いシェル構造ローラゲートへ更新。

社
会
資
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年

特
集

Ⅱ　

各
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
取
り
組
み

計
画
的
な
予
防
保
全
を
推
進
し

将
来
を
見
据
え
た
対
策
を
実
施

道路

築
56
年
の
大
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

江
戸
川
行
徳
可
動
堰

河川

防水層は通常、舗装の段階で隠れ
てしまうが、さらに高く塗布するこ
とで（手で差している部分）、床版の
コンクリートを雨水から守ることが
期待されている。

建設中の伊豆縦貫自動車道谷田北高架橋

さまざまな劣化・損傷が生じ撤去された橋梁の部材を全国から
集めて造られたニュー・ブリッジの全景。 打音検査研修用の壁には

さまざまな大きさの空洞
があり、実際に壁をたたい
て、音の違いを学ぶことが
できる。また壁が繰り抜か
れ、鉄筋が何㎜の厚さで
埋まっているか、内部
構造も確認できる。

橋の桁端部だけでもさま
ざまな工夫が。止水板を
付け、下部工天端 ( てん
ば ) に水が溜まらないよ
うにしている。

た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
通
じ
て
点
検
・
管
理
の
た
め
の
新
技

術
の
募
集
や
、
他
の
企
業
と
の
共
同
研
究
を

行
う
な
ど
、
道
路
資
産
を
後
世
に
継
承
す
る

た
め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

橋
梁
点
検
技
術
の

追
究
・
研
究
・
継
承
を
目
的
に

民
学
連
携
で
研
究
用
施
設
を
設
立

点
検
技
術
者
の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
中
日
本
高
速
道
路
な
ど
三
団
体
が
連

携
し
、
名
古
屋
大
学
構
内
に
橋
梁
の
点
検
技

術
者
の
育
成
や
技
術
の
継
承
、
研
究
な
ど
を

目
的
と
す
る
研
究
施
設「N

2U
-BRID

G
E

（
ニ
ュ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
）」を
設
置
。
同
施
設
で

は
、
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
橋
梁
な
ど
を

移
設
し
、
点
検
の
実
体
験
が
で
き
る
世
界
で

関
東
地
方
整
備
局 
江
戸
川
河
川
事
務
所

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

中
部
地
方
整
備
局
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
津
河
川
国
道
事
務
所
・
静
岡
国
道
事
務
所

※
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
…
構
造
物
の
企
画
・
設

計
・
建
設
か
ら
維
持
管
理
・
解
体
・
廃
棄
ま
で
の
費

用
の
総
額

止水板

桁端部の増塗り
水切り

下部工天端

道
路
／
河
川
／
鉄
道
／
港
湾
／
空
港

2号堰柱

1号堰柱

1号ゲート 2号ゲート
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平
成
26
年
、
開
通
か
ら
50
年
を
迎
え
る

東
海
道
新
幹
線
。
平
成
25
年
度
よ
り
、
全

区
間
10
年
に
及
ぶ
大
規
模
改
修
工
事
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
も
平
常
運
行
し

な
が
ら
の
工
事
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
に
例
の

な
い
工
事
に
挑
ん
で
い
ま
す
。

構
造
物
専
門
チ
ー
ム
に
よ
り

補
修
工
法
を
研
究

日
本
の
大
動
脈
路
線
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る

こ
と
な
く
工
事
を
進
め
る
た
め
、
同
社
で
は

平
成
14
年
７
月
、大
規
模
改
修
の
具
体
的
工

法
・
時
期
を
検
討
す
る
総
合
技
術
本
部
技
術

開
発
部
を
創
設
し
、
現
場
を
熟
知
し
た
技
術

者
12
名
に
よ
る
構
造
物
チ
ー
ム
を
編
成
。
愛

知
県
小
牧
市
に
研
究
施
設
を
設
立
し
、
実
物

大
の
構
造
模
型
を
設
置
。
構
造
解
析
、実
態

調
査
、
大
型
試
験
装
置
を
使
用
し
た
経
年
に

よ
る
影
響
と
予
測
、維
持・強
化
に
関
す
る
対

策
工
法
な
ど
の
検
証
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
既
存
構
造
物
の
耐
久
性
は
ま
だ

あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
補
強
で
も
新
し
く
造

り
替
え
た
場
合
と
同
等
の
効
果
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
、こ
れ
に
よ
り
、コ
ス
ト
も

工
期
も
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

予
防
保
全
に
よ
り

さ
ら
な
る
長
寿
命
化
へ

さ
ら
に
事
後
保
全
か
ら「
予
防
保
全
」へ
、

考
え
方
も
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

鋼こ
う
き
ょ
う
橋
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
べ
、
列
車
荷

重
の
影
響
が
大
き
い
と
い
い
ま
す
。
新
幹
線

の
車
体
は
、
最
新
の
Ｎ
７
０
０
系
は
０
系
よ

り
70
％
軽
量
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
運
行
本
数

は
１
日
60
本
か
ら
３
３
０
本
に
。
こ
れ
が
影

響
し
て
起
こ
る
溶
接
部
の
疲
労
亀
裂
を
防
ぎ
、

か
つ
耐
久
性
を
高
め
る
た
め
、
溶
接
の
接
合

部
を
補
強
す
る
工
法
の
ほ
か
、
補
助
の
枕
木

を
敷
く
な
ど
、
応
力
※
１
を
分
散
さ
せ
る
工
法

を
開
発
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
全
般
検
査
で
は
、
当
面

問
題
な
い
と
診
断
さ
れ
て
い
る
軽
微
な
ひ
び

割
れ
が
、
新
幹
線
の
走
行
に
よ
る
振
動
・
空

気
圧
の
変
動
に
よ
り
進
行
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。例

え
１㎝
で
も
空く
う
げ
き隙
※
２
が
あ
っ
て
は
い
け

な
い
の
で
、こ
の
空
隙
を
埋
め
る
た
め
の
工
法

も
開
発
し
ま
し
た
。
充じ
ゅ
う
て
ん填す
る
注
入
剤
も
さ

ま
ざ
ま
な
も
の
を
試
し
、
さ
ら
に
良
い
物
を

港
湾
の
岸
壁
は
、
建
設
後
50
年
を
超
え
る

施
設
が
20
年
後
に
は
半
数
以
上
と
加
速
度

的
な
増
加
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
ま
た
港
湾

施
設
の
老
朽
化
の
進
行
は
海
水（
塩
害
）が

大
き
く
影
響
し
ま
す
。
例
え
ば
桟
橋
式
の
岸

壁
は
、
潮
の
干
満
に
よ
っ
て
床
版（
貨
物
や

人
を
載
せ
る
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
）の
ひ

び
割
れ
部
分
か
ら
海
水
が
入
る
と
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
内
の
鉄
筋
が
腐
食
。
こ
の
影
響
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
離
し
た
場
合
、
床
版
の
強

度
が
下
が
り
ま
す
。
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
重
量

物
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
物
流
に

大
き
な
影
響
が
出
て
し
ま
う
な
ど
の
影
響
が

あ
る
た
め
、
老
朽
化
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
で
首
都
圏
を
背
後
に
抱
え
、
国
際

基
幹
航
路
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
横
浜
港
は

国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
※
に
選
定
し
て
お

り
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
が
寄
港
し
て
い
ま
す
。

本
牧
ふ
頭
地
区
で
は
建
設
か
ら
40
年
以
上

経
過
し
た「
く
し
形
」の
ふ
頭
を
埋
め
立
て
、

ヤ
ー
ド（
積
み
荷
を
置
く
場
所
）を
拡
張
し
、

大
型
岸
壁（
桟
橋
式
の
岸
壁
）を
整
備
す
る
こ

と
で
老
朽
化
対
策
と
合
わ
せ
機
能
の
向
上
を

図
り
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
の
接
岸
を
可
能
に

し
て
い
ま
す
。
横
浜
港
の
事
例
の
よ
う
に
老

朽
化
対
策
と
併
せ
、各
港
湾
施
設
が
担
う
役

割
を
見
据
え
て
高
機
能
化
を
行
う
こ
と
も
港

湾
の
老
朽
化
対
策
の
特
徴
で
す
。

国
内
線
・
国
際
線
合
わ
せ
て
現
在
39
万
回

と
日
本
一
の
発
着
数
を
誇
る
羽
田
空
港
は
、

「
24
時
間
空
港
」と
し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。

滑
走
路
や
誘
導
路
な
ど
の
舗
装
点
検
は
、

年
１
回
の
頻
度
で
実
施
し
て
い
る「
定
期
点

検
」の
ほ
か
、全
域
を
主
に
徒
歩
に
よ
る
目
視

で
行
う「
巡
回
点
検（
Ⅰ
）」（
滑
走
路
年
９
回
、

誘
導
路
・
エ
プ
ロ
ン
年
6
回
）、
主
に
車
両
か

ら
目
視
で
行
う「
巡
回
点
検（
Ⅱ
）」（
夜
間
は

毎
日
、
昼
間
は
週
２
回
）が
あ
り
ま
す
。

８
月
に
行
っ
た
巡
回
点
検（
Ⅰ
）は
、
先
導

車
１
台
、
照
明
車
２
台
、

ト
ラ
ッ
ク
１
台
、徒
歩
８

名（
打
音
点
検
７
名
、赤

外
線
カ
メ
ラ
点
検
１
名
）と
い
う
編
成
で
、路

面
に
ひ
び
割
れ
や
剥
離
な
ど
が
な
い
か
目
視

点
検
と
打
音
点
検
な
ど
で
確
認
。
軽
微
な
ひ

び
割
れ
は
そ
の
場
で
注
入
材
を
充
填
し
て
補

修
し
ま
す
。
こ
の
日
は
軽
微
な
処
置
だ
け
で

は
済
ま
な
い
ひ
び
割
れ
が
見
つ
か
り
、
緊
急

工
事
に
。舗
装
面
の
ひ
び
割
れ
は
、航
空
機
の

走
行
に
支
障
が
生
じ
る
だ
け
で
な
く
、
壊
れ

た
舗
装
の
破
片
を
ジ
ェッ
ト
機
の
エ
ン
ジ
ン

が
吸
い
込
む
と
、
航
空
機
の
安
全
運
航
に
支

障
が
生
じ
る
た
め
、
直
ち
に
補
修
が
必
要
。

し
か
も
時
間
内
に
終
わ
ら
せ
な
い
と
、
多
く

の
航
空
便
に
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
23
時
半
か
ら
翌
朝
５
時
半
ま
で
の
短
時

間
で
点
検
・
補
修
だ
け
で
な
く
路
面
の
清
掃

や
草
刈
り
な
ど
も
行
う
時
間
と
の
勝
負
。
24

時
間
稼
働
し
続
け
る
空
港
を
、
昼
夜
問
わ
ず

見
守
っ
て
い
ま
す
。

（写真上）工事前の本牧ふ頭
（写真下）工事後の本牧ふ頭
老朽化したくし形部分の埠頭を埋め立て
ヤードを広くしながら、大型船が接岸可
能となる対応を図った。

新幹線が駆け抜ける高架橋の下で若返り工事が行われ
ている。

足場が組まれた高架橋下。中性化抑止の
ための表面保護工の工事中。

トンネル覆工撮影車による撮
影の様子

打音点検の様子。ひび割れは注
入材で補修。軽度なものはこの
まま経過観察するが、緊急性の
高いものはすぐに工事を行う。

赤外線カメラ

舗装工事の様子

運
休
無
し
で
大
規
模
な「
若
返
り
工
事
」を
実
施
中

開
通
50
年
を
迎
え
る
東
海
道
新
幹
線

鉄道

老
朽
化
対
策
と
高
機
能
化
の
W
対
策

横
浜
港
本ほ
ん
も
く牧
ふ
頭

港湾

24
時
間
空
港
を
守
る
安
全
管
理
の
目

東
京
国
際
空
港（
羽
田
空
港
）

空港

東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

港
湾
局 

技
術
企
画
課

東
京
航
空
局 

東
京
空
港
事
務
所

※
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
…
大
型
化
が
進
む
コ
ン

テ
ナ
船
に
対
応
し
、ア
ジ
ア
主
要
国
と
遜
色
の
な
い
コ

ス
ト・サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、「
選
択
」と

「
集
中
」に
基
づ
い
て
選
定
し
た
港
湾
。
現
在
、
京

浜
港（
横
浜
港
、
東
京
港
、
川
崎
港
）、
阪
神
港（
大

阪
港
、
神
戸
港
）を
選
定
し
て
い
る
。

と
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
微
細
な

ひ
び
も
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ト
ン

ネ
ル
点
検
で
導
入
し
た
覆ふ
っ
こ
う工

撮
影
車
は
平

成
25
年
度
、
搭
載
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
を
３
０
０
０
画
素
か
ら
９
０
０
万
画
素
に

交
換
。
０・５
mm
の
ひ
び
割
れ
ま
で
検
出
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、異
状
を
見
つ
け
た
と
き
に
適
切
に
判

断
で
き
る
点
検
技
術

者
の
人
材
育
成
も
、積

極
的
に
行
って
い
ま
す
。

予
防
保
全
と
日
々

の
点
検
が
、こ
れ
か
ら

の
50
年
へ
の
布
石
と

な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

※
１ 

応
力
…
物
体
が
外
力
を
受
け
た
と
き
、そ
れ
に

応
じ
て
内
部
に
現
れ
る
抵
抗
力
。

※
２ 

空
隙
…
ト
ン
ネ
ル
本
体
と
地
盤
と
の
す
き
ま

全断面修復工法（鋼板巻き）が施工さ
れた高架橋。鋼板自体もメンテナンス
フリーの材質を使用。取り付け方法も
防音壁と一体となるように改良され
たことで支柱レス構造にすることがで
きた。

写真右側が工事中、左側は完了した高架橋。防音
壁も従来のものとはかなり変わっている。また取り
付け方も、荷重分散させコンクリートのひび割れを
防ぐ取り付け方に改良している。

工事中完了

埋立部
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社
会
イ
ン
フ
ラ
で
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
効

率
化
を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
新
事
例
の
一

つ
が
、
東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
す
。

耐
震
・
長
寿
命
化
を
命
題
に
！

“
恐
竜
”の
別
名
を
持
つ

東
京
港
の
玄
関
橋

平
成
24
年
２
月
12
日
に
開
通
し
た
東
京

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
。
江
東
区
若
洲
か
ら
中
央

防
波
堤
外
側
埋
立
地
を
結
び
、東
京
港
の
物

流
効
率
向
上
を
目
的
に
建
設
し
ま
し
た
。
ま

る
で
恐
竜
が
向
き
合
っ
た
よ
う
な
独
特
な
構

造
は
、
羽
田
空
港
に
離
発
着
す
る
航
空
路
に

位
置
す
る
こ
と
と
、
東
京
港
を
出
入
り
す
る

船
舶
の
航
路
に
架
か
る
と
い
っ
た
立
地
上
の

制
約
条
件
か
ら
考
え
ま
し
た
。

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、強
度
は
も
と
よ
り
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
ま
で
考
慮
し
、設
計
や

基
礎
構
造
、
鋼
材
、
免
震
装
置
な
ど
に
最
新

の
技
術
を
活
か
し
て
い
ま
す
。

橋
梁
の
状
態
を
迅
速
に
把
握
す
る

最
新
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

最
新
技
術
で
建
設
し
た
東
京
ゲ
ー
ト
ブ

リ
ッ
ジ
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
大
き
な
建
造
物

と
な
る
と
維
持
管
理
の
負
担
も
増
大
し
ま
す
。

そ
こ
で
維
持
管
理
の
省
力
化
、
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
低
減
、劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分

析
を
目
的
と
し
て「
橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
」を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
地
震
計
や
雨
量
計
を
は

じ
め
、
橋
の
左
右
の
伸
縮
変
位
や
中
心
部

の
ひ
ず
み
、
免
震
装
置
の
変
位
な
ど
を
測
定

す
る
多
く
の
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け

て
い
ま
す
。
計
測
し
た
デ
ー
タ
は
光

フ
ァ
イ
バ
ー
を
通
じ
て
ほ
ぼ
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
監
視
室
に
あ
る
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

上
に
表
示
。
異
常
発
生
時
は
警
報
で
通
知
し

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
は
災
害
時
な
ど
の
対
応
を
迅
速
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
り
ま
す
。
強
風
時

に
は
速
や
か
に
交
通
規
制
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
り
、
ま
た
大
地
震
直
後
で
も
画
面
上
で

異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
迅
速
な
交
通
の
確
保
と
点
検
時
間
の

短
縮
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

開
通
か
ら
の
蓄
積
デ
ー
タ
を
分
析

将
来
の
補
修
や

新
し
い
橋
の
建
設
に
活
用

橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ

は
保
全
管
理
だ
け
で
な
く
、
劣
化
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
分
析
に
よ
り
予
防
保
全
や
、
今
後
造
ら

れ
る
構
造
物
の
設
計
に
も
役
立
つ
と
考
え
て

い
ま
す
。

例
え
ば
路
面
下
の
床
組
の
劣
化
は
、
な
か

な
か
把
握
し
に
く
い
も
の
。
特
に
重
量
貨
物

に
よ
る
疲
労
劣
化
は
橋
梁
に
と
っ
て
深
刻
で
、

発
生
す
る
と
早
期
の
補
修
・
補
強
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
床
組
に
セ
ン
サ
ー
を
設

置
し
、
測
定
し
た
車
両
重
量
な
ど
を
分
析
・

解
析
す
る
こ
と
で
、
劣
化
を
早
め
に
察
知
し

予
防
保
全
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
特
筆
す
べ
き
は“
開
通
か
ら
”デ
ー
タ

が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
。
そ
の
デ
ー
タ
を

活
用
し
、
橋
梁
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を

通
し
た
劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
で
き
れ

ば
、
長
寿
命
化
を
意
識
し
た
新
し
い
橋
梁
の

設
計
・
施
工
に
も
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
は
、
現
状
の
監
視
と
保
守
だ
け
で
は
な
く
、

予
防
保
全
な
ど
将
来
を
見
据
え
た
補
修
・
補

強
、
そ
し
て
今
後
建
設
さ
れ
る
橋
梁
に
お
い

て
も
大
き
な
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
道
路
橋
70
万
橋
の
う
ち
都
道
府

県
、市
区
町
村
が
管
理
す
る
橋
梁
は
約
95
％

を
占
め
、そ
の
う
ち
約
７
万
橋
は
修
繕
が
必

要
で
す（
平
成
25
年
４
月
現
在
）。
し
か
し
、

修
繕
実
施
率
は
15
％
に
過
ぎ
ず
、各
自
治
体

の
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
あ
り
、
谷
あ
り
の
地
形
に

４
０
０
以
上
の
橋
が
架
か
る
町

群
馬
県
・
み
な
か
み
町
は
、
関
東
平
野
最

北
端
、
利
根
川
の
源
流
に
位
置
し
、
群
馬
県

の
中
で
も
一
番
面
積
が
広
い
町
で
す
。

山
あ
り
、
谷
あ
り
の
地
形
、
川
沿
い
に
は

集
落
が
点
在
し
て
お
り
、
町
内
に
は
、
関
越

自
動
車
道
や
国
道
17
号
か
ら
山
間
部
の
集

落
を
つ
な
ぐ
市
町
村
道
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

道
路
が
通
っ
て
い
ま
す
。市
町
村
合
併
に
よ
っ

て
、
管
理
す
る
施
設
も
増
え
、
町
道
の
総
延

長
は
１
１
２
９
㎞
。
橋
梁
数
も
多
く
、
現
在

４
２
９
橋
、
15
ｍ
以
上
の
橋
は
96
橋
に
及
び

ま
す
。

“
高
速
道
路
の
上
の
橋
”
が

老
朽
化
の
悩
み
の
種
に

み
な
か
み
町
で
も
、
今
後
10
年
で
老
朽
化

が
進
み
、
建
設
後
40
〜
50
年
を
迎
え
る
橋
梁

が
か
な
り
増
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
町
が

抱
え
る
老
朽
化
の
悩
み
に
つ
い
て
、
岸
町
長

は
次
の
よ
う
に
語
り
ま
し
た
。

「
高
速
道
路
の
上
に
架
か
っ
た

市
町
村
道
の
橋（
オ
ー
バ
ー
ブ

リ
ッ
ジ
）は
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表

面
が
剥
離
し
て
、
高
速
道
路
を
走
る
車
に
落

ち
れ
ば
、
大
き
な
事
故
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

一
方
、町
民
に
と
っ
て
は
、日
常
の
利
用
頻
度

が
高
い
町
内
の
橋
の
補
修
が
重
要
で
す
。
予

算
の
問
題
も
あ
り
、
ど
の
橋
か
ら
補
修
を
行

う
か
が
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

防
災
・
安
全
交
付
金
を
利
用
し
、

長
寿
命
化
対
策
を
開
始

そ
こ
で
、
み
な
か
み
町
で
は
、
国
土
交
通

省
が
平
成
24
年
に
創
設
し
た
防
災
・
安
全
交

付
金
を
利
用
し
、
現
在
４
つ
の
橋
梁
に
適
用

予
定
。
そ
の
う
ち「
湯
の
華
燦さ
ん
さ
ん々
橋
」は
国
道

17
号
の
上
に
架
か
り
、
三
国
連
峰
が
望
め
る

風
光
明
媚
な
橋
で
す
が
、
腐
食
や
遊
離
石
灰

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
平
成
25
年
８
月

に
補
修
工
事
を
発
注
し
ま
し
た
。

「
従
来
の
補
助
金
で
は
、
防
災
・
減
災
対

策
は
後
回
し
に
な
り
が
ち
で
し
た
。
そ
の
点
、

防
災
・
安
全
交
付
金
で
あ
れ
ば
、
目
的
が
明

確
で
す
か
ら
使
い
勝
手
が
い
い
」と
岸
町
長

は
言
い
ま
す
。

中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ

ル
天
井
板
落
下
事
故
は
、
み
な
か

み
町
に
と
っ
て
も
、
老
朽
化
対
策

に
本
格
的
に
動
き
出
す
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

「
平
成
24
年
度
か
ら
は
長
寿
命
化
対
策
と

し
て
、
担
当
部
署
5
人
の
う
ち
毎
週
２
人
体

制
で
、橋
を
メ
イ
ン
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
点
検
の
技
術
を
職
員
に
ど
う
身

に
つ
け
さ
せ
る
か
な
ど
、
課
題
は
多
い
で
す

が
、
事
後
保
全
で
は
な
く
、
日
々
点
検
・
補

修
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」（
岸
町
長
）。

橋
に
よ
っ
て
は
、
建
設
当
時
の
資
料
が
無

い
、い
つ
補
修
し
た
の
か
記
録
が
無
い
、
と
い

う
も
の
も
あ
る
と
の
こ
と
。
こ
う
し
た
試
行

錯
誤
の
中
か
ら
交
付
金
の
利
用
を
き
っ
か
け

に
、
老
朽
化
対
策
と
長
寿
命
化
へ
の
挑
戦
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
今
後
の
同
町
の
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

高
速
道
路
や
限
界
集
落
を
つ
な
ぐ
道
が
通
る

み
な
か
み
町・老
朽
化
へ
の
挑
戦

 

老
朽
化
橋
梁
対
策

社
会
資
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年

特
集

Ⅲ　

自
治
体
の
取
り
組
み

劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析
し
長
寿
命
橋
梁
に

東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ

社
会
資
本

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年

特
集

Ⅳ　

最
新
施
設
に
取
り
入
れ
た
新
技
術
橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

関
東
地
方
整
備
局 

東
京
港
湾
事
務
所

防
災
・
安
全
交
付
金
の
活
用

群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町

橋梁モニタリングシステムの画面。計測した
データは、保全管理だけでなく、予防保全や
新しい橋梁設計にも活用できる。

瀬森橋（昭和60年築）に
はコンクリートの剥離な
どが見られる。交通量の
多い国道17号に架かる
ため、補修工事対象に。

遊離石灰

交付金適用対象となっている湯の華
燦々橋。集落をつなぐ生活の橋として
利用されている。橋脚の腐食のほか、
床版の損傷などが見られる。

みなかみ町
岸 良昌 町長
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１
０
０
年
継
続
し
て
地
磁
気
を
観
測

世
界
屈
指
の
地
磁
気
観
測
所

か
つ
て
常
陸
国
の
国
府
が
置
か
れ
、
今
も
な

お
土
蔵
造
り
の
商
家
や
民
家
が
残
る
歴
史
の
街
、

茨
城
県
石
岡
市
。
そ
の
郊
外
に
あ
る
田
園
地
帯
、

柿
岡
に「
地
磁
気
観
測
所
」が
あ
り
ま
す
。
明
治

16
年
に
東
京・赤
坂
で
開
設
し
、柿
岡
に
移
転
し

た
の
は
大
正
元
年
12
月
の
こ
と
。
気
象
庁
に
所

属
す
る
機
関
と
し
て
、地
球
磁
気
、地
球
電
気
に

関
す
る
観
測
や
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
昭

和
48
年
に
は
赤
道
環
電
流
※
の
強
さ
を
表
す
指
数

（
Ｄｓ
ｔ
指
数
）を
決
定
す
る
、
世
界
で
４
箇
所

し
か
な
い
地
磁
気
観
測
所
の
一
つ
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
移
転
以
降
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
途

切
れ
る
こ
と
な
く
、
正
確
な
値
を
観
測
し
続
け

た
例
は
世
界
的
に
も
ま
れ
な
こ
と
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
で
唯
一
の

地
磁
気
を
測
定
す
る
磁
力
計
の
検
定
機
関
で
あ

る
こ
と
や
、
先
進
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
評

価
も
相
ま
っ
て
、
地
震
や
地
学
な
ど
の
地
球
科

学
の
専
門
家
の
間
で「KAKIO

KA

」を
知
ら
ぬ

者
は
い
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
磁
気
の
変
化
デ
ー
タ
を
解
析
し

研
究
機
関
な
ど
に
情
報
提
供

「
地
磁
気
」と
聞
い
て
そ
れ
が
何
を
意
味
し
、

日
常
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
、

想
像
も
つ
か
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

方
位
磁
石
が
北
を
向
く
こ
と
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、地
球
は
磁
気
を
帯
び
て
い
て
、こ
れ
を「
地

磁
気
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。
地
磁
気
が
無
け
れ

ば
、
山
に
登
っ
た
と
き
や
船
で
海
に
出
た
と
き
に

方
向
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
私
た
ち
が
気
づ
か
ず
と
も
地
磁
気
は

存
在
し
、
太
陽
の
活
動
や
地
球
内
部
の
核
の
対

流
運
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
、１
日

の
中
で
、
ま
た
何
万
年
以
上
と
い
う
長
い
周
期

で
刻
々
と
変
化
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

地
磁
気
観
測
所
で
は
、
こ
の
地
磁
気
を
高
精

度
か
つ
継
続
的
に
観
測
し
、
地
球
内
外
の
状
態

や
変
化
の
監
視
・
解
析
を
行
う
ほ
か
、デ
ー
タ
や

解
析
結
果
を
他
の
研
究
機
関
や
大
学
な
ど
に
提

供
し
て
い
ま
す
。
観
測
結
果
は
、地
磁
気
に
関
す

る
調
査
・
研
究
に
は
も
ち
ろ
ん
、火
山
活
動
の
把

握
、
人
工
衛
星
に
影
響
を
与
え
る
磁
気
嵐
な
ど

を
予
報
す
る
宇
宙
天
気
予
報
、
航
空
機
や
船
舶

の
安
全
運
航
の
確
保
、
無
線
通
信
障
害
の
警
報

な
ど
に
活
用
さ
れ
、私
た
ち
の
安
全
で
快
適
な
生

活
を
守
る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
目
に
見
え
ず
、
音
も
温
度
も
無

い「
地
磁
気
」を
ど
の
よ
う
に
測
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

電
磁
ノ
イ
ズ
を
避
け
て

閑
静
な
環
境
で
地
磁
気
を
観
測

東
京
ド
ー
ム
の
１・５
倍
と
い
う
広
い
敷
地
に

は
緑
あ
ふ
れ
る
丘
が
広
が
り
、
小
さ
な
建
物
が

点
在
し
て
い
ま
す
。
観
測
課
の
増
子
徳
道
は
、Ｔ

シ
ャ
ツ
に
ジ
ャ
ー
ジ
と
ま
る
で
運
動
部
の
学
生
の

よ
う
な
ラ
フ
な
姿
で
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
金
属
や
機
械
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
る
電
磁

ノ
イ
ズ
は
観
測
の
大
敵
。
で
す
か
ら
、
観
測
所

の
柵
も
木
製
で
す
し
、測
定
者
は
フ
ァ
ス
ナ
ー
や

金
属
ボ
タ
ン
の
無
い
服
を
着
て
、
磁
性
の
あ
る

眼
鏡
や
時
計
も
つ
け
ま
せ
ん
。
地
磁
気
観
測
所

が
東
京
か
ら
柿
岡
に
移
転
し
た
の
も
、
車
や
電

車
な
ど
の
人
工
的
な
電
磁
ノ
イ
ズ
を
発
生
す
る

も
の
の
影
響
を
避
け
る
た
め
な
の
で
す
」

地
磁
気
の
観
測
は
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
。
柿

岡
と
い
う
静
か
な
環
境
で
最
先
端
の
技
術
力
を

駆
使
し
て
も
、
完
全
な
自
動
化
は
難
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
磁
気
観
測
所
で
は
精
密
な

観
測
機
器
は
、
車
な
ど
の
磁
気
に
影
響
を
及
ぼ

す
人
工
物
を
避
け
る
た
め
、
敷
地
奥
の
地
下
５

メ
ー
ト
ル
に
設
置
。
高
い
精
度
で
地
磁
気
を
自

動
で
測
定・記
録
す
る
一
方
で
、人
の
手
で
行
う

定
期
的
な
観
測
に
よ
っ
て
、誤
差
を
無
く
し
、正

確
な
値
に
補
正
し
て
い
ま
す
。二
つ
の
測
定
法
が

補
完
し
合
い
、
正
確
で
継
続
的
な
観
測
を
実
現

す
る
の
で
す
。

世
界
一
の
精
度
を
誇
る
磁
気
儀
を

二
人
一
組
の
職
人
技
で
操
る

こ
の
日
、
比
較
較
正
室
で
行
う
、
人
の
手
に

地
球
環
境
の
変
化
を
示
す
無
言
の
シ
グ
ナ
ル

地
磁
気
を
長
期
に
わ
た
り
観
測
し
続
け
る

地
震
や
火
山
噴
火
の
予
兆
と
さ
れ
、人
工
衛
星
や
方
位
磁
石
に
も
影
響
を
与
え
る
磁
場
の
変
化
。

そ
の
微
細
な
変
化
を
観
測
し
続
け
る
地
磁
気
観
測
所
の
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

地磁気観測所の本館（第一庁舎）は大正14年竣工の瀟洒（しょうしゃ）
なスペイン風の建物。

石室（いしむろ）（第一変化計室）。大正元年建造。
平成7年まで使用していた施設。本体はかまぼ
こ型の石造りで温度変化を防ぐために全体に土盛

（どもり）している。現在は展示施設となっている。

現場力
業務密着

ルポシリーズ

FILE 23

観測施設のうち比較較
こうせい

正室で使用している磁気儀
は昭和47年製。世界に1台しかなく、どんなに新
しい観測器よりも精度が高い。観測の際は磁気の
影響が出ないようファスナーなどが無い、T シャツ・
ジャージ姿で行う。
※観測時には、カメラも眼鏡もノイズの原因となるため、観

測本番前に特別に撮影した。

気象庁  地磁気観測所

過去データを
デジタル化

本体は地下5m

建設当時は
カヤで覆われていた

機器の傾きや
室温もチェック！

観測には熱意と
生真面目さが必要

□□□□□□□□□□
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よ
る
観
測
に
同
行
。
室
内
は
、
精
度
を
保
つ
た

め
20
度
に
保
た
れ
、
中
央
に
は
磁
気
儀
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
秒
間
に
１
回
の
速
度
で
ハ
ン

ド
ル
を
回
し
て
内
部
の
コ
イ
ル
を
回
転
さ
せ
、磁

場
に
平
行
で
な
い
時
に
電
流
が
流
れ
る
と
い
う

原
理
を
利
用
し
て
、
磁
場
と
一
致
す
る
向
き
を

探
す
と
い
う
仕
組
み
で
、
１
秒
角（
１
度
の
１
／

３
６
０
０
）と
い
う
極
め
て
高
い
精
度
で
調
整
し

な
が
ら
観
測
を
行
い
ま
す
。
一
人
が
こ
の
磁
気

儀
を
操
作
し
、
も
う
一
人
が
操
作
の
補
助
と
記

録
を
行
い
ま
す
。正
し
い
磁
場
の
向
き
が
見
つ
か

る
一
瞬
を
狙
っ
て
、「
よ
ー
い
、テ
イ
」の
掛
け
声

で
決
ま
れ
ば
測
定
完
了
。
こ
の
二
人
の
タ
イ
ミ

ン
グ
が
合
っ
て
初
め
て
正
確
な
観
測
が
可
能
に

な
る
の
で
す
。

「
手
動
で
見
当
を
つ
け
て
か
ら
精
度
を
高
め
て

い
く
の
で
す
が
、最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

ず
、
通
常
１
時
間
で
終
了
す
る
作
業
に
２
時
間

以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」（
増
子
）。

定
期
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と

各
地
観
測
所
で
日
本
全
域
を
カ
バ
ー

増
子
た
ち
観
測
技
師
の
活
躍
の
場
は
、
柿
岡

だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
地
磁
気
観
測
所
で

は
柿
岡
の
ほ
か
、女め

満ま
ん

別べ
つ

、鹿か
の
や屋

の
観
測
施
設
、

父
島
の
観
測
点
で
も
定
期
的
に
観
測
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、２
年
に
１
回
南
極
越
冬
隊
に
参

加
し
、
昭
和
基
地
で
の
地
磁
気
観
測
に
協
力
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、火
山
活
動
な
ど
を
把
握
す

る
た
め
に
、北
海
道
の
雌め

阿あ

寒か
ん
岳だ
け
、伊
豆
七
島
の

三
宅
島
や
大
島
、
九
州
の
阿
蘇
山
、
草
津
の
白

根
山
な
ど
で
も
現
地
調
査
を
行
い
、
時
に
は
南

鳥
島
の
よ
う
な
絶
海
の
孤
島
に
出
張
測
定
に
行

く
こ
と
も
あ
る
の
だ
と
か
。

「
火
山
の
岩
石
は
磁
気
を
帯
び
て
い
て
、
下
か

ら
の
マ
グ
マ
で
温

度
が
上
昇
す
る

と
磁
力
が
急
速

に
低
下
し
て
き
ま

す
。
そ
う
し
た
磁

力
の
変
化
か
ら

噴
火
を
予
測
す

る
た
め
の
デ
ー
タ

を
取
る
の
が
目
的
で
す
。
し
か
し
、人
の
入
ら
な

い
よ
う
な
山
深
く
ま
で
、
20
　
kg
以
上
の
機
材
を

運
ん
で
行
く
の
は
か
な
り
の
重
労
働
で
す
し
、観

測
す
る
対
象
が
広
く
な
る
と
解
析
の
精
度
は
下

が
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
正
確
に
火
山
活
動
を

把
握
す
る
た
め
に
は
、
経
験
や
知
見
を
蓄
積
し
、

勘
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
」（
増
子
）。

こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
各
地
の
観
測
デ
ー
タ

を
柿
岡
の
計
測
処
理
室
に
集
積
し
、
効
率
的
に

処
理
・
保
管
し
て
い
ま
す
。
蓄
積
し
た
デ
ー
タ

は
、
い
わ
ば
人
類
の
財
産
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
当

然
な
が
ら
、
停
電
に
備
え
て
発
電
機
と
蓄
電
池

も
完
備
し
、大
切
な
デ
ー
タ
を
守
っ
て
い
ま
す
。

国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
加
盟

世
界
全
体
で
地
球
を
観
測
し
見
守
る

地
磁
気
観
測
所
が
得
た
デ
ー
タ
や
解
析
結

果
は
、
世
界
資
料
セ
ン
タ
ー
（
Ｗ
Ｄ
Ｃ
）を
通
し

て
世
界
の
関
係
機
関
に
提
供
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

平
成
４
年
か
ら
国
際
的
デ
ー
タ
交
換
体
制『
イ

ン
タ
ー
マ
グ
ネ
ッ
ト
』に
も
参
加
し
、
準
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
公
表
・
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
柿
岡
の
デ
ー
タ
を
世
界
で
利
用
し
て
も
ら

う
だ
け
で
な
く
、
有
事
の
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。１
０
０
年
間
と
い
う

観
測
期
間
で
唯
一
、
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災

時
に
デ
ー
タ
が
失
わ
れ
て
お
り
、そ
う
し
た
事
態

に
二
度
と
陥
ら
な
い
よ
う
、デ
ー
タ
を
疎
開
さ
せ

る
と
い
う
意
図
が
あ
る
の
で
す
」（
増
子
）。

ま
た
、
国
際
地
球
観
測
年
な
ど
の
国
際
協
力

事
業
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、デ
ー
タ
だ
け
で
な

く
人
や
技
術
的
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。
国
内

外
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
技
術
指
導
を
行
い
、

要
請
が
あ
れ
ば
現
地
に
赴
く
こ
と
も
。
ま
た
、平

成
16
年
に
は
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ（
国
際
地
球
電
磁
気
学
・

超
高
層
物
理
学
協
会
）の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
ア
ジ
ア
で
初
め
て
柿
岡
で
開
催
し
、
人
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

印
画
紙
の
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ
ル
化

新
た
な
地
磁
気
研
究
の
可
能
性
を
拓
く

世
界
規
模
で
の
地
磁
気
観
測
に
加
え
、
時
間

に
伴
う
変
化
も
地
磁
気
研
究
の
重
要
課
題
で
す
。

そ
の
命
題
に
対
し
、増
子
が
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
、過
去
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
で
の
記
録
が
始
ま
る
昭
和
50
年
代
以
前
、
直

接
観
測
し
た
記
録
は
印
画
紙
に
よ
る「
グ
ラ
フ
」

の
み
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ（
数
値
デ
ー
タ
）は
そ

の
印
画
紙
の
画
像
か
ら
1
時
間
ご
と
に
、
定
規

を
使
い
手
作
業
で
読
み
取
っ
た
も
の
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。増
子
は
そ
の
画
像
記
録
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
精
密
に
読
み
取
っ
て
自
動
的
に
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

過
去
の
印
画
紙
記
録
か
ら
詳
細
な
地
磁
気
デ
ー

タ
を
再
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
。

「
実
現
イ
メ
ー
ジ
は
す
ぐ
に
湧
き
ま
し
た
が
、

大
量
の
印
画
紙
と
そ
れ
を
地
磁
気
の
値
に
換
算

す
る
の
に
必
要
な
資
料
の
山
を
見
た
時
は
気
が

遠
く
な
り
ま
し
た
。
印
画
紙
記
録
は
非
常
に
繊

細
で
保
管
庫
か
ら
出
す
だ
け
で
湿
気
に
よ
っ
て

丸
ま
っ
て
し
ま
う
し
、数
十
年
前
の
資
料
は
良
い

状
態
の
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、部
内
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
し
て
み
る
と

『
や
っ
て
み
た
ら
？
』と

背
中
を
押
し
て
も
ら
え

ま
し
た
。
そ
し
て
徐
々

に
応
援
し
て
く
れ
る
人

も
増
え
、
日
本
学
術

振
興
会
の
研
究
予
算

も
獲
得
で
き
た
の
で
す
」

（
増
子
）。

シ
ス
テ
ム
が
完
成
し 

た
平
成
24
年
に
は
、
昭

和
39
年
〜
昭
和
50
年

ま
で
の
12
年
分
の
デ
ジ

タ
ル
化
が
完
了
。
こ
の

成
果
は
国
際
会
合
な
ど

で
紹
介
さ
れ
、
海
外
研

究
機
関
か
ら
問
い
合
わ
せ
も
あ
り
、
今
後
は
さ

ら
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
い
と
言
い
ま
す
。

「
地
球
の
歴
史
を
考
え
る
と
、
人
間
が
測
定

で
き
る
の
は
本
当
に
短
い
期
間
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、そ
の
積
み
重
ね
が
10
年
、１
０
０
年
と

な
っ
て
い
け
ば
、よ
り
精
度
の
高
い
予
測
が
可
能

に
な
る
は
ず
で
す
。
私
た
ち
が
観
測
し
た
デ
ー

タ
が
現
在
だ
け
で
な
く
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち

の
役
に
立
つ
こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。そ
こ
に
過
去
の
デ
ー
タ
が
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
と
し
て
加
わ
れ
ば
、ま
た
新
し
い
解
析
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
先
を
焦
ら
ず
、こ
れ
ま
で

の
先
輩
と
同
様
、
地
道
に
観
測
・
解
析
を
積
み

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」（
増
子
）。

壮
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
な
が
ら
も
、「
最

も
う
れ
し
い
の
は
、
地
球
の
わ
ず
か
な
変
化
を

と
ら
え
ら
れ
た
と
き
」と
い
う
増
子
だ
が
、
地

磁
気
観
測
所
に
は
堅
実
な
職
人
肌
が
多
い
様
子
。

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
築
い
た
熱
意
と
生
真

面
目
さ
は
、新
し
い
世
代
に
も
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

増
ま し こ

子 徳
のりみち

道
大学では地震学（大地震
の予測）を専攻。平成14
年、独立行政法人防災科
学技術研究所を経て、平
成18年、「国民の生命や
生活に直結した仕事をし
たい」と気象庁に入庁。
平成19年より地磁気観
測所へ。

地磁気観測所の皆さん

現場力
業務密着
ルポシリーズ
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印画紙を広げる増子。湿気に弱いため、す
ぐに丸まってしまう。

（写真上）地下変化計室。磁力計本体は
車などの磁気に影響を与えるものが近
づかないよう、敷地奥にある。

（写真下）地磁気観測システム KASM 
MER の観測施設。右端の建物が比較較
正室。

ポータブル型の磁気儀。野外で
の観測などに用いる。

地磁気の変動を連続して観測する4台の
オーバーハウザー磁力計の一つ。機器の台
座と建物の床は接触していない構造で、床
の傾きの影響を受けない。

過去データを
デジタル化

本体は地下5m

建設当時は
カヤで覆われていた

機器の傾きや
室温もチェック！

観測には熱意と
生真面目さが必要

□□□□□□□□□□

過去データを
デジタル化

本体は地下5m

建設当時は
カヤで覆われていた

機器の傾きや
室温もチェック！

観測には熱意と
生真面目さが必要

□□□□□□□□□□

（写真上）比較較正室で磁気儀を使った観測
の様子。コイルの軸が地磁気の方向を向くよ
う調整する。

（写真下）また機器の向いている方角を正確
に知るために、真北の指標となる「方位標」の
角度を望遠鏡で読み取る。

過去データを
デジタル化

本体は地下5m

建設当時は
カヤで覆われていた

機器の傾きや
室温もチェック！

観測には熱意と
生真面目さが必要

□□□□□□□□□□

※ 

赤
道
環
電
流
…
地
球
の
磁
気
圏
を
流
れ
る
西
向
き
の
電
流
で
、特

に
磁
気
嵐
の
際
に
見
ら
れ
る
。

過去データを
デジタル化

本体は地下5m

建設当時は
カヤで覆われていた

機器の傾きや
室温もチェック！

観測には熱意と
生真面目さが必要

□□□□□□□□□□
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※複数エリア、路線変更、エリア内途中乗
降については追加料金が発生します。

…200円バス
　各エリア※

…主なバス停留所名

停留所

海の京都

京
丹
後
市

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
！

「
路
線
バ
ス
を
思
い
っ
き
り
良
く
し
た
か
っ

た
」と
話
す
の
は
京
丹
後
市
の
公
共
交
通
を
担

当
す
る
野
木
秀
康
さ
ん
。

平
成
16
年
に
６
つ
の
町
が
合
併
し
、
誕
生
し

た
京
丹
後
市
。
当
時
、
路
線
バ
ス
の
乗
客
数
は

ピ
ー
ク
時（
平
成
３
年
）の
半
分
に
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
た
。地
域
の
過
疎
化
に
伴
っ
て
乗
客
が
減

り
、収
入
を
上
げ
る
た
め
に
運
賃
の
値
上
げ
。区

間
最
大
運
賃
が
千
円
を
、
通
学
定
期
券
に
至
っ

て
は
、１
年
間
で
26
万
円
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
高
額
運
賃
で
あ
る
が
た
め
、
さ
ら
に
乗
客

数
は
落
ち
て
い
く
。
こ
れ
ぞ
負
の
連
鎖
。

負
の
連
鎖
は
運
行
会
社
の
み
な
ら
ず
、
市
民

の
税
金
に
も
及
ん
で
い
く
。運
行
事
業
者
へ
の
補

助
金
だ
。平
成
18
年
の
想
定
で
、３
年
後
の
平
成

21
年
に
は
１
億
円
を
超
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
ど
う
せ
公
費
を
投
入
す
る
な
ら“
生
き
た
お

金
”に
し
な
け
れ
ば
」と
野
木
さ
ん
を
含
む
公
共

交
通
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
る
。

平
成
17
年
に
大
規
模
な
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
６
割
が
運
賃
３
０
０
円
以
下
を
希
望
し

て
い
た
が
、
３
０
０
円
で
は
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け

る
と
し
て
、
上
限
２
０
０
円
で
の
社
会
実
験
を

始
め
る
。

高
校
生
は
、
親
御
さ
ん
の
送
迎
か
ら
路
線
バ

ス
に
転
換
で
き
た
こ
と
で
、学
校
の
選
択
肢
が
増

え
た
。
ま
た
、見
ら
れ
た
く
な
い
通
帳
を
嫁
に
渡

し
、
記
帳
し
て
き
て
も
ら
う
、な
ん
て
姑
の
我
慢

は
な
く
な
る
。
通
院
に
お
金
が
か
か
り
過
ぎ
る

か
ら
病
院
に
行
け
な
い
、と
い
う
年
配
の
方
は
い

京都府京丹後市・宮津市・伊根町・与謝野町

17 16

宮津市

京丹後市

京都府

伊根町

与謝野町京都の綺麗な海を眺めながら走るバス（京丹後市丹後町）。
鮮やかなオレンジがなんとも言えずかわいらしい。

観
光
名
所
を
数
多
く
有
し
て
い
る
丹
後
半
島
。

２
市
２
町
が
強
力
な
タ
ッ
グ
を
組
み
、

公
共
交
通
王
国
丹
後
半
島
が
誕
生
。

過
疎
地
域
の
路
線
バ
ス
が
起
こ
す
観
光
革
命
と
は
？

第21回

京都の美しい海、景色を
路線バスで堪能しよう。

❸道の駅てんきてんき丹後
オートキャンプ場併設。喫茶・食
事スペースのほか、丹後の特産品
も豊富。駅内にある山陰海岸ジ
オパーク京丹後市情報センターに
はジオパークガイドが常駐。バス停

「てんきてんき村」徒歩１分。❶琴
ことひきはま

引浜
鳴き砂で有名。世
界初の禁煙ビー
チ。バス停「琴引
浜」徒歩９分。

2市2町の担当者と運行事業者の皆さん。京丹後
市 野木さん（2列目左から2番目）。ほか1市2町
の皆さんもそれぞれの地域を愛し、その熱意に応
えるべく、丹海バスの方も努力されている。

❷立岩と聖徳太子母子像
柱状の割れ目が美しい巨大な一枚岩。
聖徳太子の母が戦乱から逃れ住んでい
たとされる。バス停「丹後庁舎前」徒歩
５分。丹後庁舎前～経ヶ岬まではフリー
乗降できる。

❹屏
びょうぶ

風岩
いわ

国道178号休憩所から臨
む。夕陽が大変綺麗に見
えるスポット。

❽伊根の舟屋、伊根湾めぐり
重要伝統的建造物群保存地区。舟のガレージを
持つ独特な形状の家が建ち並ぶ伊根湾を周遊。
バス停「伊根湾めぐり・日出」徒歩１分。

❾傘松公園と天橋立股のぞき
行きはケーブルカー、帰りはリフトで、絶好
の景色を堪能。股のぞきの景色は、海と空
が逆になり、天橋立が天にかかる浮き橋の
ように見える。バス停「傘松ケーブル下」より
ケーブルカーで4分。マスコット「かさぼう」
がお出迎え。

山陰海岸ジオパーク
経ヶ岬から鳥取県白兎海岸までは、
地球科学的に重要な自然であると
して、世界ジオパークに加盟。

❺宇川温泉
　よし野の里
周遊バスの拠点。宿
泊も日帰り温泉も可
能。静かでゆったりし
た空間。バス停「宇川
温泉 よし野の里」。

北近畿タンゴ鉄道
あかまつとあおまつ
観光型リニューアル車両として、西舞鶴駅
と福知山、豊岡駅を結ぶ。宮津、網野駅
から路線バスに乗り換え周遊へ！

❼袖
そで

志
し

の棚田
日本の棚田百選
に選ばれた。バス
停「袖志」徒歩５分。

❻とび丸タクシー
漁師さんが説明しながら海を案内してく
れる。小魚釣りも楽しめる。バス停「中浜
海ノ家前」徒歩５分。
※定置網漁体験、青の洞窟巡りができる

コースもあり。バス停「竹野」徒歩10分。

　ちりめん街道
重要伝統的建造物群保存地区。ちり
めん産業で華やいだ大正から昭和初
期にかけての町並みが残る。 バス停

「ちりめん街道」。
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第一管区

第二管区

第九管区

第四管区

第三管区
第八管区

第七管区

第十管区

第五管区

第六管区

第十一管区

な
く
な
る
。“
乗
っ
て
も
ら
え
る
バ
ス
”に
な
っ
た
。

現
在
で
は
、
市
や
運
行
会
社
が
宣
伝
を
す
る

ま
で
も
な
く
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
宣
伝
マ
ン
。

「
私
、
一
人
で
病
院
に
行
け
た
わ
よ
。
あ
ん
た

も
バ
ス
に
乗
っ
て
ご
ら
ん
」─
口
コ
ミ
だ
。

４
年
か
け
た
社
会
実
験
で
、
乗
車
数
は
２
倍

以
上
に
増
え
た
。
成
果
が
出
た
と
い
う
こ
と
で
、

平
成
22
年
10
月
か
ら
本
運
行
と
な
る
。

力
を
尽
く
し
た
の
は
行
政
だ
け
で
は
な
い
。

「
た
だ
の
契
約
関
係
で
は
な
く
、
我
々
（
行
政

と
運
行
事
業
者
）は
信
頼
関
係
で
成
り
立
っ
て
い

る
。
丹
海
さ
ん（
丹
後
海
陸
交
通
）の
企
業
努
力

の
お
か
げ
だ
」（
野
木
さ
ん
）。
安
全
輸
送
の
確
保

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、燃
料
費
が
高
騰
し
て
い
る

中
、
キ
ロ
単
価
を
下
げ
た
り
、
運
転
手
が
幼
稚

園
や
保
育
所
で
バ
ス
の
乗
り
方
の
指
導
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
行
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は“
丹
後
は
一
つ
！
”

京
丹
後
市
の
２
０
０
円
バ
ス
が
軌
道
に
乗
る

と
、周
辺
地
域
の
住
民
か
ら「
な
ぜ
京
丹
後
で
で

き
る
の
に
う
ち
で
は
で
き
な
い
の
？
」と
い
う
意

見
が
出
始
め
る
。
そ
こ
で
、自
分
た
ち
の
ま
ち
だ

け
で
は
な
く
、
丹
後
半
島
と
し
て
広
域
で
人
の

流
れ
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
─
と
考
え
た
。

宮
津
市
、
伊
根
町
、
与
謝
野
町
、
そ
し
て
京

丹
後
市
。
２
市
２
町
の
公
共
交
通
担
当
者
が
集

ま
り
、“
丹
後
は
一
つ
”を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
自

治
体
域
を
超
え
た
交
通
施
策
へ
と
乗
り
出
す
。

地
形
や
人
口
、
ま
ち
の
財
政
状
況
な
ど
異
な

る
背
景
を
抱
え
な
が
ら
も
、“
公
共
交
通
王
国

丹
後
半
島
”の
誕
生
を
目
指
す
。

　２
０
０
円
バ
ス
が
観
光
革
命
を
起
こ
す

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
丹
後
半
島
で

２
０
０
円
バ
ス
の
運
行
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。京
丹
後
市
の
社
会
実
験
か
ら
８
年
。よ

う
や
く
丹
後
半
島
全
域
に
広
が
り
、“
丹
後
は
一

つ
”が
実
現
す
る
。
ま
た
、こ
の
取
り
組
み
は
地

元
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
観
光
客
に
と
っ
て
も
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
す
。

丹
後
半
島
は
数
多
く
の
観
光
名
所
を
有
し
て

い
る
。
日
本
三
景
の
一
つ「
天
橋
立
」（
宮
津
市
）、

日
本
で
こ
こ
に
し
か
な
い
景
色
を
見
せ
る「
伊
根

の
舟
屋
」（
伊
根
町
）、
鳴
き
砂
で
有
名
な「
琴

引
浜
」（
京
丹
後
市
）、
高
級
織
物
丹
後
ち
り
め

ん
で
栄
え
た「
ち
り
め
ん
街
道
」（
与
謝
野
町
）な

ど
。
数
え
る
と
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
だ
が
、
今
ま

で
は
周
遊
す
る
に
は
バ
ス
運
賃
が
高
い
上
に
、ア

ク
セ
ス
が
悪
か
っ
た
。
天
橋
立
を
見
て
そ
こ
で
足

が
止
ま
っ
て
し
ま
い
、近
県
で
の
宿
泊
へ
。
丹
後

半
島
を
ぐ
る
っ
と
回
る
だ
け
で
観
光
名
所
だ
ら

け
だ
と
い
う
の
に
も
っ
た
い
な
い
！
と
３
つ
の
エ

リ
ア
に
区
切
り
、
周
遊
上
限
６
０
０
円
を
可
能

に
し
た
。こ
れ
だ
け
多
種
多
様
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
た
っ
た
の
６
０
０
円
で
巡
る
こ
と
が
で
き
る
と

は
ま
さ
に“
観
光
革
命
”。
近
隣
に
観
光
客
を
逃

し
て
い
る
丹
後
半
島
に
人
が
滞
留
す
る
よ
う
に

な
る
日
は
近
い
。

丹
後
半
島
に
と
っ
て
の

公
共
交
通
と
は
？

「
公
共
交
通
は
人
の
体
と
同
じ
。
動
脈
や
静

脈
が
死
ん
で
い
る
と
体
も
死
ん
で
し
ま
う
。バ
ス

や
鉄
道
が
ダ
メ
に
な
れ
ば
ま
ち
も
ダ
メ
に
な
る
。

人
、
物
、
金
が
う
ま
く
循
環
で
き
る
仕
組
み
を

公
共
交
通
が
担
っ
て
い
る
。ま
ち
の
人
た
ち
が
笑

顔
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
公
共
交
通
を
目
指

し
た
い
」と
野
木
さ
ん
は
熱
く
語
る
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
バ
ス
に
乗
っ
て
病
院
に
行
け

る
よ
う
に
な
り
、
送
迎
を
し
て
い
た
お
嫁
さ
ん
が

パ
ー
ト
に
出
る
。
パ
ー
ト
で
得
た
収
入
で
、市
内

の
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
人
、

物
、
金
が
循
環
す
る
。
こ
の
循
環
が
京
丹
後
市

に
と
ど
ま
ら
ず
、
丹
後
半
島
全
体
に
行
き
渡
り
、

そ
し
て
観
光
客
も
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

丹
後
を
一
つ
に
、
そ
し
て
観
光
革
命
を
起
こ

す
公
共
交
通
王
国
丹
後
半
島
。
景
色
が
美
し

く
、食
べ
物
も
美
味
し
い
。
魅
力
が
ぎ
っ
し
り
詰

ま
っ
て
い
る
丹
後
半
島
に
き
ち
ゃ
り
ー
な
！
（
い

ら
っ
し
ゃ
い
！
）
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海
上
保
安
庁
で
は
、
日
本
の
灯
台
建
設
に
西
洋
技
術
を

初
め
て
用
い
た「
観
音
崎
灯
台
」（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）の

起
工
日
で
あ
る
明
治
元
年
11
月
１
日
に
ち
な
み
、
11
月
１
日

を「
灯
台
記
念
日
」と
し
て
い
ま
す
。
明
治
元
年
の
起
工
か
ら

平
成
25
年
11
月
１
日
で
１
４
５
周
年
を
迎
え
ま
す
。

第
八
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、
代
表
的
な
沿
岸
灯
台

と
し
て
13
基
を
保
有
し
て
お
り
、
舞
鶴
海
上
保
安
部
で
は
、

そ
の
う
ち
２
基
の
保
守
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

経き
ょ
う
が
み
さ
き

ヶ
岬
灯
台
は
、
そ
の
２
基
の
中
で
最
も
古
く
、
完
成
は

明
治
34
年
。
海
上
を
照
ら
す
フ
レ
ネ
ル
レ
ン
ズ
は
、
イ
ギ
リ

ス
で
文
政
５（
１
８
２
２
）年
に
開
発
さ
れ
、第
一
等（
レ
ン
ズ

の
中
で
一
番
大
き
い
）に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日

本
国
内
で
は
、
犬い

ぬ
ぼ
う
ざ
き

吠
埼
灯
台（
千
葉
県
）、
室む
ろ

戸と

岬ざ
き

灯
台（
高

知
県
）、
角つ

の
島し
ま

灯
台（
山
口
県
）、
出い
ず
も雲

日ひ
の
み
さ
き

御
碕
灯
台（
島
根

県
）、
そ
し
て
経
ヶ
岬
灯
台
の
５
灯
台
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
レ
ン
ズ
を
回
転
さ
せ
る「
水
銀
槽
式
回
転
機
械
」

は
、
明
治
26（
１
８
９
３
）年
に
フ
ラ
ン
ス
の
灯
台
技
師
が
発

明
。
当
時
、
画
期
的
だ
と
し
て
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ
、
パ

リ
万
国
博
覧
会
に
展
示
さ
れ
た
も
の
を
購
入
し
、
経
ヶ
岬
灯

台
に
設
置
し
ま
し
た
。

灯
台
記
念
日
の
関
連
行
事
と
し
て
、
平
成
25
年

11
月
２
日（
土
）に
経
ヶ
岬
灯
台
の
一
般
公
開
を

行
い
ま
す
。
普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
灯

台
内
部
で
珍
し
い
レ
ン
ズ
を
見
学
し
た
り
、
素

晴
ら
し
い
景
色
を
ご
覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

Reporter
海上保安庁

第八管区海上保安本部
舞鶴海上保安部交通課

主任航行援助管理官

呉屋 誠

京都府
全国各地で働く国土交通省職員が地元を紹介！

管 区 紹 介

2市2町の担当者で停留所を周る
など、共に模索する。

地域公共交通確保維持改善事業
　バスや鉄道、船など生活交通の存続が危機に瀕している
地域などで、地域の特性・実情に最適な移動手段の提供、
駅のバリアフリー化など移動する際のさまざまな障害の解
消など、地域公共交通の確保、維持、改善を支援する制度。
　京丹後市・宮津市・伊根町・与謝野町はこの事業を活用
し、200円バスの第２ステージへと踏み出そうとしている。
　また、この事業の前身となる「地域公共交通活性化・再
生総合事業」で、京都府、市町、事業者などによる「分か
りやすく、使いやすい公共交通ネットワーク実現会議」の地
域一丸となった積極的な取り組みが評価され、国土交通大
臣賞を受賞（平成21年度）。

検索 海上保安庁 第八管区海上保安本部 舞鶴海上保安部
http://www.kaiho.mlit.go.jp/08kanku/maizuru/

経ヶ岬灯台外観
近代化産業遺産や日本の灯台50選などにも選ばれ
ている。

第一等３面フレネル式閃光レンズ

第八管区海上保安本部
福井県から島根県に至る
西部日本海で、巡視船や
航空機などを使って海の安
全を守っています。

平成25年11月2日
一般公開を行います！

運転手が幼稚園でバスの乗り方指導をする。和やかな空気が見
えるようだ。



若者向けに貸し出すアパート物件を探しています。最近の若者はどこに住むようになって
きていますか？　分析されたものがあれば教えてください。

若者はどこに住む？

国土交通省に寄せられた、普段の生活で感じた
ふとした疑問や質問などを紹介するコーナーです。

総合政策局の担当者に聞きました。

国土交通省

　平成25年7月2日に公表した「平成24年度国土交通白書」第Ⅰ部では、「若者の暮らしと国土交通行政」を
テーマにしています。　

uestion

nswer

（神奈川県・不動産業）

　 「国土交通白書」は、ＨＰからご覧いただけます。 検 索検 索平成24年度国土交通白書

資料） 総務省「国勢調査」より国土交通省作成

　若者の意識・行動の特徴、暮らしにお
ける変化など、より詳しい内容を平成24
年度国土交通白書に掲載しています。
　国土交通白書は国土交通省の所掌事務
全般に関する年次報告で、毎年特定のテー
マを設定し記述する第Ⅰ部と、国土交通
省の実施した施策について政策課題ごと
に記述する第Ⅱ部から構成されています。

1985年の20代は1995年に30代になりますが、東京23区
ではほとんど人口増加が見られず、近隣3県では広範囲で
人口増加が見られました。

2000年の20代は2010年に30代になりますが、江東区、港
区、中央区など湾岸部で人口増加が目立ってきています。

　これらの結果から、現在の若者はまちの中心部で暮らすように
なっていることが分かります。また、以前の若者と比べて生活圏がコ
ンパクトになってきていると言えます。

東京圏における若者人口の社会増減 （人口増加が多い地域ほど赤く塗りつぶされています）DATA 1

このような傾向は名古屋圏や大阪圏などの都市圏や札幌都市圏、福岡都市圏といった地方の都市圏においても見られます。

鉄道駅から500
ｍ以内のエリア
に居住する人が
増えています

まちの中心部に
居住する人が
増えています。

鉄道駅から500m以内のエリアに居住する者の割合（%）DATA 2 2000年 2010年

東京圏 茨城県、千葉県、埼玉県、東京都、
神奈川県

21.2

10代

22.4 25.8

20代

28.9 25.6

30代

28.0

名古屋圏 岐阜県、愛知県、三重県

16.5 17.5 18.3 20.3 18.2 19.6

10代 20代 30代

大阪圏 京都府、大阪府、兵庫県、奈良県

26.1 27.5 29.8 32.6 29.3 31.2

10代 20代 30代

札幌市

23.9 25.2
31.7 36.2

29.5 32.0

10代 20代 30代

福岡市

18.3
25.4 23.4

31.6
21.1

29.0

10代 20代 30代

http://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit /h24/index.html

インフラの
健康を保つことで
人命を守る！

●研究所概要
良質な社会資本の効率的な整備に貢献するため、土木技
術に関する研究開発を行っています。

21世紀の豊かな社会を創る道
、川、港、

建物、船、車、鉄道、航空など
の新技術が、

見えないところで私達の暮らし
を支えています。

●インフラの老朽化が始まっています！
　日本の土木構造物（インフラ）が数多く建設
された高度成長期から50年。大量の交通や
厳しい自然環境だけでなく、経年による老朽
化も進んでい
ます。
　現在、イン
フラの安全確
保と長寿命化
が求められて
います。

●臨床研究
　使用していた橋梁などを
撤去後に利用し、劣化状態
や強度を調べる臨床研究を
行っています。劣化の原因
を研究することで、対処法
などを検討しています。

●非破壊検査技術の活用に向けて
　非破壊検査技術を道路橋に応用できるよう取り組んでい
ます。

●技術支援
　CAESARが中心となって、知見を蓄積し、技術開発や基
準を整備することで、国や自治体が管理している既設橋で
損傷が見つかった際など、技術支援しています。また、産学
官で設立した交流会での共同研究や、海外の研究機関との
情報交換を行っています。

  ●非破壊検査とは…●
　構造物を壊すことなく、内部の傷の有
無や劣化の状態などを調べること。
　一般的に知られているのは打音検査
（写真）ですが、レントゲンと同じX線や、
他にも超音波の検査方法などがあります。
　将来的には、外部からは見えない損傷
やその程度を把握することで、撤去せず

に補修をするな
ど、インフラを
安全に長く使い
続けることが可
能になるのです。

※構造物メンテナンス研究センターとは･･･？
　構造物の維持管理技術の高度化、長寿命化、更新橋梁の設計施工な
どの道路橋の安全管理のため、構造技術を総合的に研究する機関とし
て平成20年4月に設置。英字表記の頭文字からＣＡＥＳＡＲ（シーザー）と
呼んでいます。

未来につながる研究をご紹介

〒305-8516 茨城県つくば市南原 1-6　TEL：029-879-6700　FAX：029-879-6741
http://www.pwri.go.jp/

研究を通して得られた経験・知見に基づいて、インフラを丁寧に施工し、維
持管理していくことで、安全に使うことができ、人々が安心して暮らせる環
境を整えます！

それでどうなる？

研究の概要

FILE 02

木村 嘉富　上席研究員

独立行政法人 土木研究所
構造物メンテナンス研究センター※
橋梁構造研究グループ

研究者紹介

撤去した橋梁部材で
臨床研究

落下した津波橋（沖縄県大宜味村）
つ  は おおぎみそん

道路橋の大学病院のよう
な役目です。病気の診断
法や治療法を研究してい
ます。

独立行政法人土木研究所土木研究所
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道の駅 ふじおか

上信越自動車道

関
越
自
動
車
道

17

178

174

13

23

西
上
州
や
ま
び
こ
街
道

上越新幹線
JR
八
高
線

JR高崎線
北藤岡駅

藤岡JCT

藤岡PA

藤岡IC

鏑
川

温井
川

道の駅 ふじおか
（ハイウェイオアシスららん藤岡）

藤岡市

至
高
崎

至
佐
久

至
川
越

ミニ遊園地で遊ぼう！
　「ふじおか」（ハイウェイオアシスららん藤岡）は高速道路からも一
般道からもアクセスできる便利な道の駅です。
　敷地内にあるミニ遊園地メルヘンプラザには、高さ15メートルの
観覧車やメリーゴーランドなどがあり、家族で楽しめます。観光客
だけでなく、地元の子どもたちにも人気。
　さらに、中央のふれあい広場には、地面から直接噴き上がる噴
水があり、初夏～初秋にかけては、水遊びする子どもたちの姿が
見られ、特に夏休み期間中は、毎日たくさんの親子連れで混み合っ
ています。
　また、ふれあい広場を囲むように、地元藤岡の特産であるシン
ビジウムを中心に季節の花を楽しめる花の交流館、トマト、イチゴ、
ホウレンソウなどの農産物を販売する農産物直売所や、その他に
もお店が充実。
　ステージや催事スペースでは、1年を通して大道芸や演奏会など、
さまざまな楽しいイベントを行っています。

　平成12年4月のオープンから14
年目を迎えています。一般道の前

橋長渡路線バイパスの沿線上にあり、また高速道路
（上信越自動車道）上り線の藤岡パーキングからも利
用できる、立地条件に大変恵まれた場所に位置して
います。
　施設の店舗数は17店舗（物販9店舗、飲食8店舗）
を構えており、平成25年度は、来客数250万人を目
指して毎日お客様をお迎えしております。

新井正次 駅長

❶メルヘンプラザのかわいい観覧車。 ❷噴水で子どもたちが大はしゃぎ。 ❸農
産物直売所には新鮮野菜や果物がずらり！ ❹ステージでのイベント（夏祭り）。

■ 所在地：群馬県藤岡市中字広町1131-8
■ TEL：0274-24-8220 　 ■ FAX：0274-24-8225
■ ホームページ：http://www.laranfujioka.com/index.html
※営業時間、定休日は店舗によって異なります。詳しくはお問い合わせください。
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駅長に聞きました！
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& more!

一本松展望園 岡山県瀬戸内市

石炭を焚いて力走する本格ミニＳＬ、穏やかな瀬戸内海
を一望のサイクルカーや、おもしろ自転車など…。ユニー
クで楽しい乗り物が
いっぱいの「ミニ鉄道
公園」。園内からの眺
めに心も癒されます。

併設の「コスモランドみの」には、大きなコンビネーション
遊具や全長115ｍのローラーすべり台があり、休日には
家族連れでにぎわいます。物産館の屋上から「ラブリー
モノライダー」を運行。天然温泉やプールもあります。

ふれあいパークみの 香川県三豊市

大人も楽しめるミニSL

見晴らし抜群の
サイクルカー

http://www.blueline-michieki.com/ipponmatsu// http://iyadani.sun-age.or.jp/

延長134mのコンビネーション遊具
ラブリーモノライダーで

天空散歩

道の駅　vol.11

た

かわいい！
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information

　海上保安官が身分を示すために携帯する証票は、昭
和23年の海上保安庁発足時からほぼ変わっていませ
んでした。
　従来の証票は、横開きの手帳型で、以前から「一目
でわかりにくい。」との声が出ていたほか、平成24年
9月に海上保安庁法を改正したことなどを踏まえ、デ
ザインを一新することとしました。
　新しい証票は、「縦開き」のバッジケース型で、開く
と顔写真入りの身分証と「海上保安庁」、「COAST 
GUARD」の文字が記されたバッジを一度に提示する
ことができます。この新しい証票は、平成25年10月
1日から、現場で業務にあたる、全国の海上保安官が
携帯します。

　国土交通省では、建築物・遊戯施設などで発生した
事故や不具合情報を収集しています。寄せられた情報
については分析を行い、類似事故を防ぐための再発防
止対策や、既存物件の不具合に対する製造者などへの
改善指導に役立てます。
　また、建築基準法の規定に基づく確認・検査を受け
ずに違法に設置されたエレベーター、またはその疑い
のあるエレベーターに関する情報もお寄せください。

http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/kouhou/h25/k20130729/k130729-1.pdf

海上保安庁総務部人事課
TEL：03-3591-6361（内線2507）
FAX：03-5253-1636

お問い合わせ

検 索検 索海上保安官証票

http://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/
　　　　　　　　　　　jutakukentiku_house_fr_000002.html

検 索検 索違法設置エレベーター情報

http://tohoku-monogatari.org/

検 索検 索東北物語

観光庁観光地域振興部観光地域振興課
TEL：03-5253-8111（内線27702、27706、27708）
FAX：03-5253-8930　

お問い合わせ

海上保安官の身分を示す「証票」 デザイン一新！

建築物などの事故・不具合、
違法設置エレベーター情報の提供にご協力を！

「東北物語」の始まりです！
観て、買って、食べて、復興を応援しよう

　東北地域太平洋沿岸エリア観光復興キャンペーンの
ポータルサイト「東北物語」が平成25年8月1日からオー
プンしています。
　滞在・体験プログラム、語り部ツアー、ボランティア
など地域の取り組み情報をリアルタイムに発信。
　また、震災前後の記録画像なども閲覧できます。震災
被害の甚大さ、災害への備えの大切さなどについて発
信し、震災の記憶の風化防止や防災・減災の意識向上
を図ります。
　自分の旅行計画を立てるために便利な「Myルートガイ
ド」もあり、PCやスマートフォンなどで行程を地図上で自
由に組み立てることもできます。

　さらには、フォトコンテ
ストやスタンプラリーなど
さまざまな取り組みも
行っています。詳しくは
HPをご覧ください。
　是非、皆さんも東北地域の太平洋沿岸エリアで、観
て・買って・食べて、復興を応援してください。

住宅局建築指導課
TEL：03-5253-8514　FAX：03-5253-1630
E-mail：kenchiku-jiko@mlit.go.jp

お問い合わせ
（情報提供窓口）

▼情報提供様式などはこちら

（旧）

（新）
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